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1. 2023年3月期第2四半期の連結業績（2022年4月1日～2022年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年3月期第2四半期 27,951 6.2 3,184 15.6 3,304 15.9 1,911 24.1

2022年3月期第2四半期 26,318 △6.1 2,755 △14.3 2,852 △13.4 1,539 △27.0

（注）包括利益 2023年3月期第2四半期　　2,359百万円 （13.9％） 2022年3月期第2四半期　　2,071百万円 （△23.4％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2023年3月期第2四半期 280.90 ―

2022年3月期第2四半期 226.26 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2023年3月期第2四半期 62,971 40,199 54.8

2022年3月期 61,815 39,091 54.0

（参考）自己資本 2023年3月期第2四半期 34,500百万円 2022年3月期 33,380百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2022年3月期 ― 0.00 ― 140.00 140.00

2023年3月期 ― 60.00

2023年3月期（予想） ― 80.00 140.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2023年 3月期の連結業績予想（2022年 4月 1日～2023年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 65,000 12.1 5,500 △5.3 5,500 △8.2 3,000 △11.9 440.83

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（注）　詳細は、添付資料Ｐ．９「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有

　　　　の会計処理の適用）」をご覧ください。

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年3月期2Q 6,919,454 株 2022年3月期 6,919,454 株

② 期末自己株式数 2023年3月期2Q 114,200 株 2022年3月期 114,039 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2023年3月期2Q 6,805,335 株 2022年3月期2Q 6,805,623 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ．３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関
する説明」をご覧ください。

（金額の表示単位の変更について）

　　当社の四半期連結財務諸表に掲記される科目その他の事項の金額については、従来、千円単位で記載しておりましたが、第１四半期連結会計期間及び

　　第１四半期連結累計期間より百万円単位をもって記載することに変更しました。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、ウィズコロナの新たな段階への移行が進められる中、各種政

策の効果もあって、景気が持ち直していくことが期待されています。ただし、世界的な金融引き締め等に伴う海外

景気の下振れがわが国の景気を下押しするリスクとなっており、物価上昇、供給面での制約、金融資本市場の変動

等の影響に十分注意する必要があります。

本年度は過去最高の107兆5,964億円の一般会計予算のもと、国土交通省の予算も５兆8,508億円となっておりま

す。当社グループの主力である道路橋・鉄道橋などの橋梁事業の今年度予想発注規模も、新設関連で3,200億円、

保全関連で3,500億円と底堅く推移しておりますが、当第２四半期連結累計期間の総発注量は、契約ベースで30％

程度、公告ベースでも50％程度と少し遅れ気味の状況です。

このような環境下、受注高につきましては、高速道路の大規模更新や大型案件などの受注により304億25百万円

（前年同期比8.3％増）となりました。

売上高につきましては、大規模更新工事が順調に進捗したことで279億51百万円（同6.2％増）となりました。

損益につきましては、鋼材等の資源や電力料の高騰による影響はあるものの、千葉工場改革プロジェクトによる

生産性の向上、現場工事における採算性の向上および全社を挙げた業務の効率化に加え、期首時点では下半期に計

画していた改善を上半期に織り込むことができたため、営業利益は31億84百万円（同15.6％増）となりました。ま

た経常利益は33億４百万円（同15.9％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は19億11百万円（同24.1％増）と

なりました。

セグメントの業績は、次のとおりであります。

（宮地エンジニアリング）

受注高につきましては、高速道路の大型案件により174億50百万円（同21.2％増）となりました。

売上高につきましては、160億39百万円（同0.2％増）となりました。

損益につきましては、営業利益は22億42百万円（同38.5％増）となりました。

（エム・エム ブリッジ）

受注高につきましては、129億73百万円（同5.2％減）となりました。

売上高につきましては、118億96百万円（同13.4％増）となりました。

損益につきましては、営業利益は９億32百万円（同18.8％減）となりました。

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

資産合計は、前連結会計年度末と比較して11億55百万円増加し、629億71百万円となりました。主な要因は、受

取手形・完成工事未収入金等が８億26百万円減少したものの、現金預金が14億39百万円増加、流動資産のその他に

含まれる未収入金が４億28百万円増加したためであります。

負債合計は、前連結会計年度末と比較して47百万円増加し、227億72百万円となりました。主な要因は、支払手

形・工事未払金等が７億22百万円減少、１年内返済予定の長期借入金が３億円減少した一方で、未成工事受入金が

12億48百万円増加したためであります。

純資産合計は、前連結会計年度末と比較して11億７百万円増加し、401億99百万円となりました。主な要因は、

利益剰余金が９億58百万円、その他有価証券評価差額金が１億55百万円それぞれ増加したためであります。

②キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末と比

較して14億39百万円増加し、174億18百万円となりました。

各キャッシュ・フローの状況と増減要因は以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、32億39百万円の資金増加（前年同期は106億８百万円の増加）となりま

した。主な要因は、税金等調整前四半期純利益32億99百万円の計上などによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、２億16百万円の資金減少（前年同期は６億97百万円の減少）となりまし

た。主な要因は、有形固定資産の取得による支出１億84百万円などによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、15億83百万円の資金減少（前年同期は７億27百万円の減少）となりまし

た。主な要因は、配当金の支払９億46百万円、非支配株主への配当金の支払２億98百万円、長期借入金の返済３億

円などによるものであります。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

わが国経済の見通しにつきましては、ウィズコロナの新たな段階への移行が進み、各種政策の効果で景気が持ち

直していくことが期待されていますが、ウクライナ情勢の長期化による不透明感に加え、世界的な金融引き締め等

に伴う海外景気の下振れがわが国の景気を下押しするリスクとなっており、物価上昇、供給面での制約、金融資本

市場の変動等の影響に十分注意する必要があります。

一方、本年度の公共投資は、防災・減災、国土強靭化の推進など国民の安全・安心に係る予算措置が講じられ、

過去最高の107兆5,964億円の一般会計予算のもと、国土交通省の予算ベースでも５兆8,508億円となっているうえ

に、来年度予算概算要求額ベースでも６兆9,280億円（今年度比＋18％）となっており、継続的で大胆な財政出動

による内需拡大、経済成長が期待されています。

当社グループの主力である道路橋・鉄道橋においても、本年度の予想発注規模は新設関連で3,200億円、保全関

連で3,500億円と底堅いうえに、今後10年で４兆円規模の事業が計画されている高速道路の大規模更新工事、大規

模なハイブリッドケーソン・浮体構造物・沈埋函などの沿岸構造物事業、大阪湾岸道路西伸部の大型新設橋梁、施

工難易度の高い首都圏ターミナル駅の再開発事業や連続立体交差事業など、質的にも量的にも高い技術力と施工能

力が必要とされる事業が多く見込まれていることを考えれば、中期的に当社グループが飛躍する事業環境であると

考えます。

このような事業環境下において、グループとしての経営管理体制を一層強化し、安定した黒字体質を確固たるも

のとするように努め、グループの中核である宮地エンジニアリング株式会社、エム・エム ブリッジ株式会社と更

なる事業発展を図ってまいります。両者においては、国内の鋼橋市場の変化・動向を踏まえて新設橋梁、大規模更

新工事、民間工事に経営資源の選択と集中を行い、併せて技術開発やＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）

に基づく生産性向上に努めるとともに、人材の確保・育成、女性活躍を推進し、働き方改革を進めてまいります。

当社グループは、５月に本年度を初年度とした中期経営計画（2022～2026年度）を策定し、今後の事業戦略、資

本政策、数値目標、投資戦略、株主還元拡大に向けた資本戦略、ＥＳＧ・ＳＤＧｓへの取組みについて発表してお

り、本年度はその計画期間の最初の年度となります。当社グループは計画の実現に向け、着実に準備を進め、実行

してまいります。

なお、上半期は期首計画にくらべて大幅な増益となっておりますが、下半期に計画していた各種改善策を上半期

に織り込むことができたことが大きな要因であるため、通期の連結業績予想につきましては、2022年５月13日公表

数値に変更はありません。

（４）中期経営計画（2022～2026年度）期間中の株主還元について

当社グループは、中長期視点に立った、持続性の高い企業体質の確立と企業価値の向上ならびに株主の皆様への

還元を経営の重要な施策と考えると同時に、株主の皆様、ステークホルダーの皆様との共通のコンセプトである持

続的成長のための投資など、バランスの良い資本政策を実施することを基本方針としております。

この方針に基づき、2022年3月期の期末配当を１株当たり140円（前年度比60円増配）とし、また、中期経営計画

（2022～2026年度）においては総還元性向30％を目安に株主還元の維持・拡大を目指すこととしております。

中期経営計画期間中の株主還元については、下記の施策を実行することで、継続的な維持・拡大を図ってまいり

ます。

①　2022年３月期実績（１株当たり年間配当140円）を踏まえ、安定的な株主還元を維持します。

②　中期経営計画においては、新設橋梁ビッグプロジェクト、高速道路大規模更新工事、民間の高難度工事などへ

経営資源をバランス良く投入することで、業容の拡大を計画しており、純利益の拡大に伴う増配を目指します。

③　政策保有株式（2022年９月末現在帳簿価額約51億円、純資産に対する割合約13％）の縮減を推進し、純資産に

対する割合を早期に10％以下まで低下させ、縮減に伴うキャッシュ・フロー（売却収入）の一部を株主還元の原

資に充当します。

④　総還元性向向上のため、必要に応じて自己株式取得を検討します。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 15,979 17,418

受取手形・完成工事未収入金等 23,772 22,945

未成工事支出金 191 340

その他 2,113 2,592

流動資産合計 42,056 43,296

固定資産

有形固定資産

土地 7,671 7,671

その他（純額） 5,084 4,893

有形固定資産合計 12,756 12,564

無形固定資産 336 331

投資その他の資産

投資有価証券 5,358 5,525

その他 1,337 1,282

貸倒引当金 △29 △29

投資その他の資産合計 6,666 6,778

固定資産合計 19,759 19,674

資産合計 61,815 62,971

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金等 9,810 9,087

１年内返済予定の長期借入金 300 －

未払法人税等 1,094 1,153

未成工事受入金 2,933 4,182

完成工事補償引当金 598 562

工事損失引当金 1,868 1,832

賞与引当金 791 797

その他 752 790

流動負債合計 18,150 18,407

固定負債

再評価に係る繰延税金負債 1,639 1,639

引当金 212 101

退職給付に係る負債 2,579 2,463

その他 142 159

固定負債合計 4,574 4,364

負債合計 22,724 22,772

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2022年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 3,000 3,000

資本剰余金 3,746 3,746

利益剰余金 21,582 22,541

自己株式 △231 △231

株主資本合計 28,097 29,055

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,100 2,256

土地再評価差額金 3,240 3,240

退職給付に係る調整累計額 △57 △52

その他の包括利益累計額合計 5,282 5,444

非支配株主持分 5,710 5,698

純資産合計 39,091 40,199

負債純資産合計 61,815 62,971
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年９月30日)

完成工事高 26,318 27,951

完成工事原価 21,952 22,888

完成工事総利益 4,365 5,063

販売費及び一般管理費 1,610 1,878

営業利益 2,755 3,184

営業外収益

受取利息 0 1

受取配当金 79 105

受取賃貸料 10 12

スクラップ売却益 16 4

その他 12 20

営業外収益合計 120 144

営業外費用

支払利息 8 1

前受金保証料 11 19

その他 2 2

営業外費用合計 23 24

経常利益 2,852 3,304

特別損失

固定資産売却損 21 －

固定資産除却損 8 5

特別損失合計 30 5

税金等調整前四半期純利益 2,822 3,299

法人税等 900 1,105

四半期純利益 1,921 2,193

非支配株主に帰属する四半期純利益 381 282

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,539 1,911

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年９月30日)

四半期純利益 1,921 2,193

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 132 155

退職給付に係る調整額 17 9

その他の包括利益合計 150 165

四半期包括利益 2,071 2,359

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,688 2,073

非支配株主に係る四半期包括利益 383 286

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日

　至　2022年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 2,822 3,299

減価償却費 529 492

工事損失引当金の増減額（△は減少） △21 △35

受取利息及び受取配当金 △80 △106

支払利息 8 1

売上債権の増減額（△は増加） 9,370 826

未成工事支出金等の増減額（△は増加） 28 △153

仕入債務の増減額（△は減少） △586 △643

未成工事受入金の増減額（△は減少） 709 1,248

その他 △1,431 △906

小計 11,349 4,024

利息及び配当金の受取額 80 106

利息の支払額 △6 △1

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △814 △889

営業活動によるキャッシュ・フロー 10,608 3,239

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △578 △184

その他 △119 △31

投資活動によるキャッシュ・フロー △697 △216

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 － △300

配当金の支払額 △540 △946

非支配株主への配当金の支払額 △149 △298

その他 △37 △38

財務活動によるキャッシュ・フロー △727 △1,583

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 9,182 1,439

現金及び現金同等物の期首残高 8,516 15,979

現金及び現金同等物の四半期末残高 17,699 17,418

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。
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（単位：百万円）

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書

計上額
(注)３

宮地エンジ
ニアリング

エム・エム
ブリッジ

売上高

外部顧客への売上高 16,011 10,493 2 26,506 △188 26,318

セグメント間の内部
売上高又は振替高

222 － 759 981 △981 －

計 16,234 10,493 761 27,488 △1,170 26,318

セグメント利益 1,620 1,148 687 3,455 △700 2,755

（単位：百万円）

報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書

計上額
(注)３

宮地エンジ
ニアリング

エム・エム
ブリッジ

売上高

外部顧客への売上高 16,039 11,896 1 27,937 14 27,951

セグメント間の内部
売上高又は振替高

939 － 1,133 2,073 △2,073 －

計 16,979 11,896 1,135 30,010 △2,058 27,951

セグメント利益 2,242 932 1,022 4,198 △1,013 3,184

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自2021年４月１日　至2021年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに帰属しない当社（純粋持株会社）であります。

２．調整額の内容は以下のとおりであります。

(1）売上高の調整額は、セグメント間取引に係る進捗率調整及びセグメント間取引消去でありま

す。

(2）セグメント利益の調整額は、セグメント間取引に係る進捗率調整による影響額△13百万円、セ

グメント間取引消去△613百万円及び全社費用△74百万円であります。なお、全社費用は、主

に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自2022年４月１日　至2022年９月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに帰属しない当社（純粋持株会社）であります。

２．調整額の内容は以下のとおりであります。

(1）売上高の調整額は、セグメント間取引に係る進捗率調整及びセグメント間取引消去でありま

す。

(2）セグメント利益の調整額は、セグメント間取引に係る進捗率調整による影響額13百万円、セグ

メント間取引消去△913百万円及び全社費用△113百万円であります。なお、全社費用は、主に

報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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①　生産の状況

セグメントの名称

前第２四半期連結累計期間

（自　2021年４月１日

至　2021年９月30日）

当第２四半期連結累計期間

（自　2022年４月１日

至　2022年９月30日）

前連結会計年度

（自　2021年４月１日

至　2022年３月31日）

金額

（百万円）

構成比

（％）

金額

（百万円）

構成比

（％）

金額

（百万円）

構成比

（％）

宮地エンジニアリング 15,897 60.6 16,007 57.0 33,186 57.8

エム・エム ブリッジ 10,520 40.1 12,056 42.9 24,321 42.4

その他 2 0.0 1 0.0 2 0.0

調整額 △188 △0.7 14 0.1 △116 △0.2

合計 26,231 100.0 28,080 100.0 57,394 100.0

②　受注の状況

　（受注高）

セグメントの名称

前第２四半期連結累計期間

（自　2021年４月１日

至　2021年９月30日）

当第２四半期連結累計期間

（自　2022年４月１日

至　2022年９月30日）

前連結会計年度

（自　2021年４月１日

至　2022年３月31日）

金額

（百万円）

構成比

（％）

金額

（百万円）

構成比

（％）

金額

（百万円）

構成比

（％）

宮地エンジニアリング 14,399 51.3 17,450 57.4 38,986 60.9

エム・エム ブリッジ 13,684 48.7 12,973 42.6 24,984 39.1

その他 2 0.0 1 0.0 2 0.0

合計 28,085 100.0 30,425 100.0 63,974 100.0

　（受注残高）

セグメントの名称

前第２四半期連結会計期間末

（2021年９月30日）

当第２四半期連結会計期間末

（2022年９月30日）

前連結会計年度末

（2022年３月31日）

金額

（百万円）

構成比

（％）

金額

（百万円）

構成比

（％）

金額

（百万円）

構成比

（％）

宮地エンジニアリング 45,693 50.7 54,408 56.2 52,996 56.2

エム・エム ブリッジ 44,398 49.3 42,448 43.9 41,371 43.9

その他 － － － － － －

調整額 △8 △0.0 △95 △0.1 △81 △0.1

合計 90,083 100.0 96,760 100.0 94,286 100.0

③　販売の状況

セグメントの名称

前第２四半期連結累計期間

（自　2021年４月１日

至　2021年９月30日）

当第２四半期連結累計期間

（自　2022年４月１日

至　2022年９月30日）

前連結会計年度

（自　2021年４月１日

至　2022年３月31日）

金額

（百万円）

構成比

（％）

金額

（百万円）

構成比

（％）

金額

（百万円）

構成比

（％）

宮地エンジニアリング 16,011 60.8 16,039 57.4 33,294 57.4

エム・エム ブリッジ 10,493 39.9 11,896 42.6 24,821 42.8

その他 2 0.0 1 0.0 2 0.0

調整額 △188 △0.7 14 0.0 △116 △0.2

合計 26,318 100.0 27,951 100.0 58,002 100.0

３．補足情報

生産、受注及び販売の状況（連結）
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